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4) 佐藤和弘 統数研 ･研究会 1987.1月.





















.～ alK.Kai,aj 乙,j (1=FE十 y)
そこで我々は(2)式の特性を失わない最 も簡単な場合として























































～ k 2 3m
である｡これは西川,高安の川のモ
デルヲ)及び早川,山本,高安による
) 1/2k 3'2'y (10,
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室温中で蒸発を続けている液体窒素等の液化ガスの液滴には,自励振動が生じる｡特に,水
平面に投影した形については,周辺に数個の波を持つモードが現れ,蒸発によって液滴のサイ
ズが減少するにっれてモー ドが突然遷移することが知られている｡この自励振動に対して,マ
チュ-方程式に非線形項を加えたモデル方程式を提案し,その数値解を求めた｡結果は実験事
と定性的に一致している｡
1. 導 入
蒸発という熱的な非平衡状態のもとで液滴が振動することは,日常 しばしば観察されるが,
学術雑誌に最初に報告されたのは1952のHolterらによる実験であろう1.)この実験では,加
熱した水平な板の上に水滴をのせて,その振動の様子が撮影されたが,それ以上の定量的な測
定はなされていない｡筆者らは,これと同様の実験を,液体窒素,液体酸素,液体アルゴン等
の液化ガスを用いて行い,振動の観察,および振動数の測定を行った≡)それによれば,液滴は
平均として円板状の形になり,円板の半径によってほぼ決った波の数 nを持っ基準振動が現れ
ること,蒸発によって半径が減少すると波の数の少ないモー ドに突然遷移することを示した｡
(Fig.1,2) このとき,モー ド遷移の前後で振動数がほぼ一定に保たれる傾向があることも
わかった(Fig.2において,周期Tが約0.04秒の周囲で上下していること).このような振
動現象の解析方法として,定常なサイズの液滴を仮定してその基準振動を求めることが,やは
り筆者らによって行われている3.)これは,非粘性流体の方程式,および表面張力を考慮した境
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